
地
権
者
と
の
権
利
調
整
を
省
略
す
る
法

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
品
川
大
阪
間
の
84
％
が
ト
ン
ネ
ル

で
あ
る
。
そ
の
内
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
間
の
大
都
市
部

分
は
大
深
度
地
下
を
利
用
し
て
建
設
さ
れ
る
。
品
川
～
相

模
原
間
34
キ
ロ
と
春
日
井
～
名
古
屋
間
17
キ
ロ
が
大
深
度

法
の
適
用
と
な
る
。

「
大
深
度
法
」
の
目
的
は
、
第
1
条
で
「
大
深
度
地
下
の

適
正
か
つ
計
画
的
な
利
用
の
円
滑
化
に
資
す
る
た
め
」
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
深
度
法
制
定
の
前
に
、

１
９
９
６
年
に
設
置
さ
れ
た
「
臨
時
大
深
度
地
下
利
用
臨

時
調
査
会
」
が
１
９
８
８
年
５
月
27
日
に
提
出
し
た
「
答

申
」
の
「
は
じ
め
に
」
の
中
で
、
「
大
都
市
地
域
に
お
い

て
は
、
地
権
者
と
の
権
利
調
整
に
要
す
る
期
間
が
総
じ
て

長
期
化
す
る
傾
向
に
あ
り
効
率
的
な
事
業
実
施
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
。
」
と
の
問
題
意
識
に
よ
る
も
の
で
、
要
す

る
に
大
都
市
に
お
い
て
地
下
の
利
用
者
と
の
権
利
調
整
を

す
る
こ
と
な
く
効
率
的
に
行
う
た
め
の
制
度
を
作
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
、
地
表
に
影
響
が
無
い
と
い
う
「
虚
構
」

を
前
提
に
し
た
立
法
で
あ
る
。

大
深
度
地
下
法
は
、
「
地
表
面
か
ら
40
メ
ー
ト
ル
」
ま

た
は
「
建
築
物
の
支
持
基
盤
上
面
か
ら
10
メ
ー
ト
ル
」
の

い
ず
れ
か
深
い
方
か
ら
下
の
空
間
を
（
地
中
）
を
「
大
深

度
」
と
定
義
し
、
地
権
者
へ
の
承
諾
、
補
償
な
し
に
公
共

的
使
用
を
可
能
に
し
た
。
大
深
度
地
下
の
所
有
権
に
つ
い

て
、
「
大
深
度
地
下
に
土
地
所
有
権
が
及
ん
で
い
な
い
と

は
言
え
な
い
」
と
し
な
が
ら
「
地
下
の
利
用
の
利
益
は
深

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
薄
く
な
る
」
、
「
公
益
性
を
有
す
る

事
業
に
よ
る
利
用
を
土
地
所
有
権
に
優
先
さ
せ
て
も
私
有

財
産
制
度
を
侵
害
す
る
程
度
が
低
い
空
間
で
あ
る
」
と
し

て
公
益
性
が
優
先
し
財
産
権
は
無
視
で
き
る
空
間
で
あ
る

と
し
た
。

補
償
に
つ
い
て
は
、
「
利
用
が
通
常
行
わ
れ
な
い
」
空

間
で
あ
る
か
ら
「
損
失
は
実
質
的
に
無
い
」
の
で
「
補
償

は
不
要
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
」
が
「
例
外
的
な
が
ら
損

失
が
生
じ
る
場
合
に
は
補
償
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。

２
０
０
０
年
３
月
10
日
の
通
常
国
会
に
大
深
度
法
案
が

付
議
さ
れ
た
際
に
は
、
大
深
度
地
下
空
間
利
用
の
「
地
表

に
影
響
が
無
い
」
と
の
「
虚
構
」
が
説
明
さ
れ
た
が
、
そ

の
法
の
何
処
に
も
「
大
深
度
地
下
の
使
用
は
地
表
に
影
響

が
無
い
」
と
断
じ
た
記
載
が
な
い
の
で
あ
る
。

大
深
度
法
は
私
有
権
と
財
産
権
を
侵
害

憲
法
違
反
！

こ
の
大
深
度
法
は
、
意
図
的
に
「
憲
法
違
反
」
の
指
摘

を
免
れ
る
た
め
に
、
答
申
書
と
立
法
府
へ
の
説
明
で
は

「
地
表
に
影
響
が
無
い
」
と
説
明
し
、
あ
た
か
も
地
表
へ

の
影
響
が
全
く
な
い
よ
う
な
幻
想
を
与
え
、
十
分
な
審
議

を
経
な
い
で
法
を
制
定
さ
せ
た
。
公
共
使
用
に
供
す
る
場

合
に
限
っ
て
と
の
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
憲
法
に
保
障

さ
れ
た
大
深
度
地
下
に
私
有
権
と
財
産
権
を
も
つ
地
権
者

の
了
解
な
し
に
、
無
償
で
使
用
で
き
る
よ
う
無
茶
苦
茶
な

憲
法
違
反
の
法
案
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
法
は
「
地

表
に
影
響
が
無
い
」
と
の
「
虚
構
」
を
与
え
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
法
案
が
憲
法
違
反
の
法
で
あ
る
誹
り
を
免
れ
る
抜
け

道
と
し
て
、
「
工
事
の
施
工
に
は
慎
重
を
期
す
る
」
こ
と
、

万
が
一
影
響
が
起
き
た
場
合
に
は
「
補
償
」
す
る
と
の
手

立
て
を
し
た
の
で
あ
る
。

「
虚
構
」
の
大
深
度
法
は
憲
法
違
反
だ
！

大
深
度
法
の
前
提
「
虚
構
」
が
崩
れ
た
。
２
０
２
０
年

10
月
18
日
東
京
都
調
布
市
で
突
然
道
路
に
南
北
6
メ
ー
ト

ル
、
東
西
5
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
5
メ
ー
ト
ル
の
陥
没
が
発

生
し
た
。
こ
の
陥
没
は
、
大
深
度
法
に
よ
り
施
行
さ
れ
た

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
る
こ
と
が
事
業
者
の
調
査
で
判
明

し
て
い
る
。
幸
い
こ
の
陥
没
事
故
で
死
傷
者
は
出
て
い
な

い
。
し
か
し
、
近
郊
の
住
民
は
住
宅
の
改
築
に
迫
ら
れ
、

一
時
的
（
2
年
間
）
な
転
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

大
深
度
法
適
用
地
域
で
起
き
て
は
な
ら
な
い
事
故
が
起
き

た
の
で
あ
る
。
地
権
者
に
と
っ
て
は
憲
法
違
反
の
大
深
度

法
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
二
重
三
重
の
禍
で
あ
る
。
地

権
者
へ
の
事
前
の
工
事
の
説
明
と
了
解
が
前
提
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
補
償
す
れ
ば
い
い
と
云
う
問

題
で
は
な
い
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
の
東
京
、
名
古

屋
、
大
阪
の
大
深
度
工
事
で
も
全
く
同
様
で
あ
る
。
JR
東

海
は
あ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
工
事
に
は
万
全

を
期
す
と
言
っ
て
い
る
が
そ
の
保
障
は
な
い
。
事
業
者
で

あ
る
JR
東
海
は
憲
法
29
条
「
財
産
権
の
保
障
」
に
よ
る
地

権
者
と
の
事
前
協
議
と
了
解
が
必
要
で
あ
る
。

大
深
度
法
は
憲
法
違
反
の
脱
法
で
あ
る
。

〝

廃
案
に
！

〟

（
井
戸
）
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リ
ニ
ア
・
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
調
査
掘
進

説
明
会
に
参
加
し
、
〝

Ｊ
Ｒ
東
海
に

疑
問
や
不
安
を
ぶ
つ
け
ま
し
ょ
う
〟

名
古
屋
市
内
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
は
、
２
０
２

１
年
９
月
に
「
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
お
け
る
安
全
・

安
心
等
の
取
組
み
に
関
す
る
説
明
会
」
が
開
か
れ
て
以
来
、

JR
東
海
か
ら
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
１
月
中
旬
に
「
シ
ー
ル
ド
掘
進
工
事
の
説
明
会
（
調

査
掘
進
等
）
」
を
開
催
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

〔
日
時
・
会
場
は
左
下
の
表
〕

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
説
明
会
が
開
か
れ
る
意
味
を
説

明
し
、
沿
線
の
み
な
さ
ん
の
説
明
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

破
綻
し
た
大
深
度
地
下
法

愛
知
県
内
の
リ
ニ
ア
・
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
品
川
～
川

崎
間
と
同
じ
く
、
大
深
度
地
下
法
の
認
可
を
得
た
工
事
で

す
。
同
法
で
は
、
公
益
性
が
あ
る
事
業
で
の
地
下
40
ｍ
以

深
の
工
事
は
地
上
に
影
響
を
与
え
な
い
か
ら
、
土
地
の
権

利
者
の
意
向
を
聞
く
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
２
０
１
８
年
５
月
に
も
た
れ
た
大
深
度
地
下
法

認
可
に
関
す
る
説
明
会
で
は
、
JR
東
海
は
、
工
事
が
地
上

に
与
え
る
影
響
は
な
い
の
だ
か
ら
、
建
物
の
事
前
調
査
も

し
な
い
し
、
工
事
の
進
捗
状
況
を
伝
え
る
こ
と
も
考
え
て

い
な
い
と
い
う
態
度
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
リ
ニ
ア
・
ト
ン
ネ
ル
と
同
じ
シ
ー
ル
ド
工

法
に
よ
る
東
京
外
環
道
の
大
深
度
地
下
工
事
で
住
宅
地
で

の
陥
没
事
故
が
発
生
し
て
、
事
態
は
一
変
し
ま
し
た
。
本

来
な
ら
ば
、
「
工
事
が
地
上
に
与
え
る
影
響
は
な
い
」
こ

と
が
否
定
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
大
深
度
地
下
法
そ
の
も

の
の
効
力
が
停
止
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
す
が
、
残
念
な
が

ら
わ
が
立
法
府
に
は
そ
ん
な
動
き
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
東
海
も
手
探
り
の
工
事
着
工

し
か
し
、
さ
す
が
に
事
業
者
で
あ
る
JR
東
海
に
は
、
何

が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
沸
い
た
よ
う

で
、
「
安
全
・
安
心
等
の
取
組
み
」
と
銘
打
っ
た
説
明
会

を
開
催
し
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
東
京
外
環
道
の
工
事
現

場
と
名
古
屋
市
内
と
で
は
地
下
の
地
質
が
違
う
し
、
十
分

注
意
し
て
工
事
を
す
る
か
ら
「
安
全
・
安
心
」
だ
と
説
明

す
る
と
同
時
に
、
万
一
地
上
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
に
備

え
て
建
物
の
事
前
調
査
を
し
た
い
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

名
古
屋
市
内
の
ル
ー
ト
上
に
お
住
ま
い
の
方
に
も
、
JR
東

海
か
ら
建
物
事
前
調
査
の
具
体
的
な
協
力
依
頼
が
あ
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

１
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
説
明
会

〔
下
表
〕
は
、
名

古
屋
法
務
局
西
隣

の
名
城
非
常
口
か

ら
春
日
井
市
の
勝

川
非
常
口
に
向
け

て
シ
ー
ル
ド
機
を

稼
働
さ
せ
る
に
あ

た
っ
て
、
ま
ず
数

百
メ
ー
ト
ル
の
調

査
掘
進
区
間
を
設

定
し
、
そ
の
間
の

工
事
の
方
法
や
進

捗
状
況
の
公
開
の

あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
説
明
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

県
内
の
春
日
井
市
の
坂
下
非
常
口
か
ら
の
調
査
掘
進
は

開
始
す
ら
さ
れ
ず
、
品
川
～
川
崎
間
で
も
調
査
掘
進
が
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
で
も
予
定
通
り
に
は
進
ん
で
お
ら

ず
、
JR
東
海
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
シ
ー
ル
ド
機
の
故
障

な
ど
の
情
報
が
載
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
は
実
際
に
名
古
屋
市
街
地
に
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
工
事
の
実
体
を
知
り
、

み
な
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
こ
の

説
明
会
に
参
加
し
て
、
JR
東
海
に
疑
問
や
不
安
を
ぶ
つ
け

ま
し
ょ
う
。

（
小
林
）

ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
那
古
野
の
円
頓
寺
近
く
で
リ
ニ
ア
新

幹
線
と
交
差
す
る
予
定
の
、
名
古
屋
中
央
雨
水
調
整
池
工
事

(

左
図
の
太
線
矢
印)

が
こ
の
３
月
で
終
了
し
て
い
る
こ
と
を
。
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名
古
屋
の
大
深
度
シ
ー
ル
ド
工
事

の
実
態
（
前
編
）

〝
名
古
屋
市
行
政
の

隠
蔽
体
質
を
問
う
〟

① 1月12日（金）18時～（受付：17時45分～）

瀨古小学校 体育館（守山区瀨古東三丁目1303）

② 1月14日（日）14時～（受付：13時45分～）

大杉小学校 体育館（北区大杉三丁目9-21）

③ 1月16日（火）18時～（受付：17時45分～）
ウイルあいち 3階 大会議室（東区上竪杉町１）

④ 1月17日（水）18時～（受付：17時45分～）

名北小学校 体育館（北区下飯田町一丁目34）

名
古
屋
市
北
・
東
・
守
山
区

在
住
の
み
な
さ
ん
へ



新
年
１
月
に
は
リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
の
名
城
非
常
口
以
北
ル
ー

ト
の
住
民
説
明
会
が
始
ま
る
よ
う
で
す
が
、
非
常
口
以
南
、

こ
の
交
差
す
る
一
帯
の
説
明
会
の
開
催
は
現
在
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
調
整
池
は
駅
前
一
帯
の
浸
水
、
水
害
対
策
の
一
環
と

し
て
長
年
の
課
題
を
２
０
１
６
年
か
ら
着
工
し
て
き
た
事
業

で
す
。
名
古
屋
駅
前
の
水
害
の
多
発
に
つ
い
て
は
こ
の
リ
ニ

ア
通
信
で
も
書
い
て
来
ま
し
た
。
元
々
海
底
に
あ
り
、
明
治

期
ま
で
は
沼
な
ど
の
湿
地
帯
で
し
た
。
水
は
け
の
悪
さ
で
は

数
知
れ
な
い
苦
痛
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
抜
本
的
対
策

と
し
て
こ
の
雨
水
調
整
池
を
地
下
50
ｍ
に
５
㎞
の
長
さ
で
造

る
と
い
う
の
で
す
。
押
切
公
園
（
地
下
鉄
浅
間
町
近
く
）
の

地
下
を
始
点
に
、
名
古
屋
中
央
環
状
高
速
を
南
下
し
山
王
橋

に
至
り
ま
す
。
直
径
約
６
ｍ
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
は
シ
ー
ル
ド

工
法
で
掘
削
さ
れ
ま
す
が
、
公
道
の
下
と
い
う
こ
と
で
大
深

度
法
は
適
用
さ
れ
な
い
と
の
こ
と
。

２
０
１
６
年
以
来
７
年
が
か
り
の
２
６
０
億
円
も
か
け
た

大
事
業
だ
け
に
そ
の
報
告
書
は
当
然
出
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
上
下
水
道
局
へ
の
問
い
合
わ
せ
で
は
そ
の
予
定

は
な
い
と
の
こ
と
（
動
画
等
で
の
簡
単
な
紹
介
は
あ
り
ま
す

が
）
。
こ
の
大
深
度
シ
ー
ル
ド
工
法
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら

名
古
屋
で
も
進
め
ら
れ
る
予
定
の
リ
ニ
ア
工
事
と
密
接
に
関

係
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
11
月
に
以
下
の
点
を
市
へ
情
報
開

示
請
求
し
ま
し
た
。

名
古
屋
中
央
雨
水
調
整
池
工
事
に
関
す
る
以
下
の
１
～
４

項
目
の
令
和
元
年
以
降
の
資
料
及
び
項
目
５
の
資
料
を
請
求

し
ま
す
。

１
．
経
済
水
道
委
員
会
で
配
布
さ
れ
た
中
央
雨
水
調
整
池
に

関
す
る
資
料

２
．
こ
の
シ
ー
ル
ド
工
法
等
に
係
る
安
全
検
討
会
で
検
討
さ

れ
た
デ
ー
タ
及
び
議
事
録
等
の
資
料

３
．
こ
の
シ
ー
ル
ド
工
法
で
の
工
事
中
の
地
上
（
道
路
）
へ

の
影
響
を
測
定
し
た
デ
ー
タ
及
び
そ
れ
へ
の
対
応
措
置
の

記
録
及
び
掘
削
土
砂
量
。

４
．
こ
の
シ
ー
ル
ド
工
法
で
の
工
事
に
伴
う
地
下
水
へ
の
影

響
に
つ
い
て
の
事
前
及
び
事
後
評
価
の
デ
ー
タ
や
記
録

(

水
脈
図､

流
速
等)

及
び
地
下
水
排
出
量
。

５
．
こ
の
工
事
の
た
め
に
行
わ
れ
た
ル
ー
ト
上
及
び
近
辺
で

の
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
（
柱
状
図
）

こ
の
調
整
池
事
業
は
市
議
会
の
経
済
水
道
委
員
会
の
所
管

で
、
委
員
会
議
事
録
を
見
て
上
記
の
請
求
項
目
を
決
め
ま
し

た
。
工
事
を
安
全
に
進
め
る
た
め
に
業
者
や
学
識
者
を
含
め

た
安
全
検
討
会
が
適
宜
開
か
れ
て
い
る
こ
と
、
予
想
外
の
地

下
水
流
に
よ
り
工
法
変
更
を
検
討
し
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
、
こ
の
工
事
中
に
起
こ
っ
た
問
題
点
を
把
握

す
る
に
は
、
こ
の
安
全
検
討
会
の
検
討
内
容
こ
そ
が
不
可
欠

だ
と
し
て
請
求
項
目
に
加
え
ま
し
た
。

そ
の
後
12
月
に
な
り
届
い
た
の
は
、
公
開
決
定
等
期
間
延

長
と
非
公
開
決
定
の
通
知
書
で
す
。

期
間
延
長
は
上
記
の
１
、
３
、
５
の
請
求
項
目
が
12
月
末
ま

で
、
非
公
開
は
上
記
２
と
４
で
す
。
非
公
開
の
理
由
は
、
安

全
検
討
会
の
事
案
は
「
法
人
の
技
術
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す

る
情
報
が
含
ま
れ
」
「
法
人
の
競
争
上
の
利
益
を
損
な
わ
れ

る
」
こ
と
、
及
び
「
公
開
す
る
こ
と
で
、
率
直
な
意
見
交
換

が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
の
こ
と
。

な
お
、
４
の
地
下
水
に
関
し
て
は
事
前
事
後
の
評
価
は
実
施

し
て
い
な
い
の
で
、
文
書
不
存
在
だ
と
の
こ
と
で
す
。

詳
し
く
は
１
月
に
届
く
は
ず
の
公
開
資
料
を
検
討
し
た
上

で
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
取
り
敢
え
ず
現
在
時
点
で

の
上
記
の
名
古
屋
市
の
対
応
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。

工
事
開
始
直
後
の
押
切
立
坑
工
事
で
の
崩
落
事
故
が
起
こ
っ

た
後
、
安
全
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
議
会

委
員
会
に
お
い
て
は
こ
の
長
期
の
大
工
事
の
安
全
に
万
全
を

期
す
る
た
め
の
議
論
の
場
と
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
で
は
シ
ー

ル
ド
マ
シ
ー
ン
先
端
の
カ
ッ
タ
ー
ビ
ッ
ト
の
交
換
が
で
き
ず
、

施
工
法
を
変
え
工
事
期
間
延
長
や
費
用
増
大
を
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
下
深

く
の
大
工
事
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
、
技
術
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
知
ら
れ
る
と
か
率
直
な
議
論
が
出
来
な
い
か
ら
非
公
開
に

す
る
と
は
許
せ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
以
前
リ

ニ
ア
の
名
城
非
常
口
工
事
で
の
異
常
出
水
、
対
策
の
下
水
道

使
用
量
等
の
情
報
開
示
を
求
め
た
際
や
、
名
駅
工
事
で
の
膨

大
な
地
下
水
出
水
の
実
態
開
示
を
求
め
た
際
に
、
JR
東
海
に

不
利
益
と
な
る
か
ら
開
示
で
き
な
い
と
し
た
こ
と
と
全
く
同

じ
理
屈
で
す
。

文
書
不
存
在
と
し
た
無
回
答
の
地
下
水
の
問
題
。
水
は
け

や
水
害
対
策
の
た
め
の
大
工
事
が
、
こ
の
一
帯
の
地
下
水
評

価
を
抜
き
に
さ
れ
て
い
る
と
は
信
じ
が
た
い
こ
と
で
す
。
先

の
委
員
会
で
の
報
告
で

見
た
よ
う
に
、
予
定
の

カ
ッ
タ
ー
ビ
ッ
ト
交
換

が
地
下
水
の
流
速
が
予

想
よ
り
速
く
、
工
法
を

変
え
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
と
あ
り
ま
す
。
当
然

こ
の
事
態
で
の
地
下
水

の
評
価
が
慎
重
に
さ
れ

た
は
ず
で
す
。
記
録
が

な
い
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

委
員
会
議
事
録
を
見

て
い
て
も
、
水
道
局
当

局
の
説
明
は
極
め
て
不

十
分
で
す
。
何
か
背
後

に
隠
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
、
疑
い
た

く
な
り
ま
す
。
そ
こ
を

次
回
で
報
告
出
来
る
こ

と
を
期
待
し
な
が
ら
、

開
示
資
料
を
待
ち
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

※

図
は
上
下
水
道
局
Ｈ
Ｐ
よ
り

（
島
岡
）
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ロ
シ
ア
の
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
」
に
続
い
て
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
ガ
ザ
侵
攻
」
。
「
選
挙
」
で

選
ば
れ
た
「
国
の
ト
ッ
プ
」
が
い
と
も
簡
単
に

し
か
も
公
然
と
「
無
実
の
人
た
ち
を
大
量
殺
戮
」

し
「
基
本
的
人
権
や
人
間
の
尊
厳
」
を
蔑
ろ
に

し
て
い
て
も
そ
れ
を
誰
も
制
止
で
き
な
い
こ
の

衝
撃
的
事
実
を
、
ど
の
よ
う
に
孫
に
説
明
し
た

ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
仏
教
が
言
う
「
貪
愼

痴
」
に
毒
さ
れ
「
理
」
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
人

間
の
愚
か
さ
は
い
ま
も
連
綿
と
し
て
続
い
て
い

ま
す
。
日
本
国
内
で
は
「
自
民
党
の
パ
ー
テ
ィ
ー

券
裏
金
疑
惑
」
。
春
日
井
市
内
で
も
「
理
」
に

あ
わ
な
い
リ
ニ
ア
建
設
工
事
は
粛
々
と
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
の
よ
う
に
、
晴
れ
な
い
気
分
を
切
り

替
え
て
春
日
井
市
内
非
常
口
工
事
の
近
況
を
報

告
し
ま
す
。

写
真
１
は
、

も
岐
阜
県
側
に
位
置
す
る
西

尾
非
常
口
工
事
ヤ
ー
ド
の
様
子
で
す
。
従
来
必

ず
確
認
さ
れ
た
発
生
土
運
搬
車
両
や
生
コ
ン
車

の
往
来
は
、
今
回
の
三
〇
分
ほ
ど

の
観
察
時
間
中
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
発
生
土
運
搬
コ
ン

ベ
ア
も
停
止
し
た
ま
ま
で
、
破
砕
機
の
音
も
聞

こ
え
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
工
区
の
ト
ン

ネ
ル
掘
削
作
業
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
上
空
、
冬
の
空
に
は
「
オ
オ
タ
カ
ら
し
い

鳥
」
２
羽
が
悠
々
と
旋
回
し
て
い
ま
し
た
。

写
真
２
は
、
坂
下
非
常
口
の
様
子
で
す
。
一

年
前
と
変
わ
ら
ず
国
道
一
九
号
線
側
の
発
生
土

運
搬
車
両
出
入
り
口
は
完
全
に
封
鎖
さ
れ
た
ま

ま
で
す
が
、
立
て
坑
の
周
り
に
は
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。
ク
レ
ー
ン
や
養
生
シ
ー
ト
に
覆
わ
れ

た
設
備
類
の
位
置
が
変
わ
り
、
立
て
坑
に
は
新

た
に
足
場
ら
し
き
も
の
が
見
え
ま
す
。
今
ま
で

閉
ざ
さ
れ
て
い
た
掘
削
土
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
も
大
き
く
開
い
て
い
ま
し
た
。
作
業
員
の

姿
も
戻
り
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
る
工
事
再
開

が
近
い
よ
う
で
す
。

写
真
３
は
、
神
領
非
常
口
の
様
子
で
す
。
立

て
坑
そ
の
も
の
の
工
事
は
完
了
し
て
い
ま
す
。

立
て
坑
の
縁
で
作
業
員
が
一
人
、
液
体
用
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
の
整
理
を
し
て
い
ま
し
た
。
写

真
に
は
ク
レ
ー
ン
と
吊
り
篭
が
写
っ
て
い
ま
す
。

立
て
坑
を
養
生
す
る
た
め
の
薬
剤
の
運
搬
に
使

わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

写
真
４
は
、
庄
内
川
・
名
古
屋
市
に
隣
接
す

る
勝
川
非
常
口
の
様
子
で
す
。
型
枠
が
外
さ
れ

た
立
て
坑
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
が
見
え
ま
す
。
立

て
坑
上
部
に
は
ま
だ
掘
削
土
を
吊
り
上
げ
運
搬

す
る
バ
ケ
ッ
ト
も
２
基
残
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
壁
手
前
に
は
土
砂
仮
置
き
場
が
見
え

ま
す
が
土
砂
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

写
真
５
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
書
き
込
ま

れ
た
数
字
を
写
し
て
い
ま
す
。
立
て
坑
底
部
か

ら
の
高
さ
を
表
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
立
て
坑
工
事
は
７
０
ｍ
高
さ
ま
で
進
ん
で

い
て
残
る
深
さ
は
あ
と
数
メ
ー
ト
ル
と
思
わ
れ

ま
す
。

（
大
塚
）
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春
日
井
市
内
非
常
口
工
事
状
況
報
告

写真1 西尾非常口工事ヤード

写真2 坂下非常口

写真3 神領非常口写真4 勝川非常口

勝川非常口コンクリート立て坑壁の数字

｢ストップ・リニア！訴訟」は
７月18日に地裁で不当判決を受けた原告が9月15日に

①「高裁へ控訴」しました。
中間判決で原告不適格とされて高裁に控訴した原告が、
11月28日の判決（一部認容、地裁へ差し戻し）を受け
て、原告適格を認められた原告は再び「リニア工事実
施計画認可取り消し」をもとめて

②「地裁で裁判を継続」します。一方、再度原告適格を
却下された原告は

③「最高裁へ上告」します。
上記のように地裁と高裁と最高裁の3つの裁判を抱える

ことになります。 引き続き皆様の一層のご支援を

何卒よろしくお願い申し上げます。

2024年度会費納入のお願い

写真5


